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■地区別まちづくりの方針

方針１ 良好な居住環境と国際ビジネス拠点の形成の両立【土地利用・活用】

方針２ 暮らしやすく健康に資する生活環境の形成【住宅・生活環境・地域コミュニティ・防犯】

方針３ 快適な道路・交通ネットワークの形成【道路・交通】

方針４ 緑と水の豊かなうるおいの創出【緑・水】

方針５ 災害に強く回復力のあるまちの形成【防災・復興】

方針６ 豊富な景観資源と地域の個性が光る、誇りと愛着に満ちた街並みの形成【景観】

方針７ 環境負荷の少ない都市の形成【低炭素化】

方針８ まちの魅力の維持・向上と活用・発信【国際化・観光・文化】

まちづくりの骨格となる分野

骨格となる分野と幅広く関わりのある分野

■まちづくりの方針

■今後のまちづくりの進め方

・まちづくりを進めるための協働体制の充実
・柔軟で戦略的なまちづくりの推進
・時代の変化に対応したまちづくりの展開

 現行計画の概要

現行計画の評価（概要）と改定に向けた重点課題

資料２-４

 現行計画の方針（分野）ごとに、基礎調査、区民意向把握をふまえて現行計画を評価し、改定に
向けた改定に向けた重点課題を整理しました。

第２回港区まちづくりマスタープラン検討委員会現行計画の評価（概要）と改定に向けた重点課題

改定に向けた重点課題
上記の基礎調査、区民意向把握を踏まえた現行計画の評価、また港区を取り巻く社会情勢や改定に向けた視点

に基づき、マスタープラン改定に当たっての重点課題を整理。

社会情勢等など区を取り巻く
環境の変化
• 人口動態の変化

• DX・GXの推進

• ウォーカブルなまちづくりの進展

• エリアマネジメントなどのソフトまちづ

くりの進展

• 港区内外のまちづくりの進展

• 20年後を見据えたトレンド・未来予測

など

改定に当たっての視点
• まちづくりの分野ごとに視点を整理

• 分野横断的に取組むべきテーマ（案）

など

第１回検討委員会・
推進委員会で議論

区民意向把握
 区民アンケート

（令和７年７月）
現行マスタープランに基づき進
められてきた区のまちづくりに
ついて、区民の印象等を調査。

 区民意見交換
（令和７年7月中下旬）

区民目線の地域の魅力・地域が
抱える課題等を把握するため、
地区別（６地区）に開催。

 子どもアンケート
（令和7年9月～10月）

区立中学生と区内にある高校
の生徒を対象に印象等を調査。

現行計画の評価 ●取組状況
・10年間のまちづくりに関する取組状況の進捗把握・考察
・まちづくりに関する取組事例の把握

●区民意向把握
   ・区民アンケートを通した取組に対する満足度・重要度の把握
・意見交換会を通した地域の課題把握

●基礎調査データの定量的な分析
・マスタープランの分野ごとにおける基礎データの収取・把握

●市街地再開発事業の事後評価のフィードバック(※)

評価方法

基礎調査
（令和７年４月～９月）

平成29年３月の現行計
画策定後、港区のまちづ
くりがどのように進んだ
のか、マスタープランの
分野別に現況を調査・整
理。

・上位計画、関連計画
・人口動態
・土地利用現況
・住宅関連の状況
・道路・交通の状況
・みどりの実態 等

（※）・・・再開発事業により整備した「公共施設」や「建築物や建築敷地」の事業効果等を確認及び評価し、得られた知見を新たな
再開発事業の指導にフィードバックできるようにするため、区は「港区市街地再開発事業に係る事後評価」を行うことを現行マス
タープランに記載しており、平成29年度から実施している。そのため、事後評価における改善すべき事項を各方針に記載した。

平成29年３月の現行
計画策定後の港区の
まちづくりを総括し、
これまでの成果を
定量的かつ定性的に
評価。



(1) 地域特性に応じた土地利用の誘導★

(2) 市街地整備の展開★

(3) 開発事業等の計画的な誘導と地域連携による

    魅力・価値の向上★

現行計画の評価（概要）

(1)地域特性に応じた土地利用の誘導 (２)市街地整備の展開

方針1

(３)開発事業等の計画的な誘導と地域連携による魅力・価値の向上

整備済
新古川橋下流
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まちづくりガイドライン※１の策定数（累計）

前回値 最新値

４地区（H2９年３月） 8地区（R7年5月）

取
組
状
況

倍増

土地利用
・

活用

良好な居住環境と国際ビジネス拠点の形成の両立

■取組の方向性 ■総括

取
組
状
況

現行計画の評価（概要）と改定に向けた重点課題
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地区計画※2（件数)(累計）

前回値 最新値

26地区(H29年3月） 52地区(R7年3月）

取
組
状
況

意
見
交
換
会

ア
ン
ケ
ー
ト

20%

54%

16%

5%
6%

満足度

市街地再開発事業(件数＋面積)（累計）

前回値 最新値

22地区(H29年3月）

５２ha(H29年3月）
37地区(R7年度）

１０２ha(R7年3月）

増

街並み再生方針※3を活用した街区数（累計）

前回値 最新値

5街区（H29年3月） ８街区（R7年5月）

取
組
状
況

増

港区のエリアマネジメントに関する取組

前回値 最新値

（制度施行前の
ためなし）

令和６年３月に「エリマネ
ガイドライン」策定、

「エリマネ認定制度」創設

6地区（R7年8月）
取
組
事
例

港区のエリアマネジメントに関する取組

新虎通りエリアマネジメント 六本木グランドタワー

赤坂インターシティAIR内の公
開空地において、縁日や綱引き
大会などのイベント等を実施す
ることで、地域へのにぎわい創
出や新たなコミュニティ形成が
図られています。

六本木グランドタワーの公開空
地でのイベントや、駅反対側に
隣接する泉ガーデンタワーと連
携した一体的なイベントの実施
などにより、地域のにぎわいが
創出されています。

増

「東京のしゃれた街並みづくり推進条例」に
おけるまちづくり登録団体数

倍増

満足

やや満足

やや不満

不満

不明

 地域特性に応じた土地利用の誘導については、まちづくりガイドラインや地区計画の決定に基づき、地域の課題を解決する
まちづくりが進展しており、区民の満足度も高い状況にある。一方で、開発エリアと既存の街並みの調和・両立を求める区
民の声も多く、今後も、地域特性に応じた土地利用を適切に誘導していく必要がある。

 市街地整備については、市街地再開発事業や、街並み再生方針を活用したまちづくりが進展しており、一定の成果が得られ
ているが、港区の大きな特性である運河等の水辺の魅力を生かしたまちづくりが進んでいないといった課題がある。

 開発事業等の計画的な誘導と地域連携による魅力・価値の向上については、東京都のしゃれた街並み推進条例に基づくまち
づくり登録団体や港区エリアマネジメント活動計画認定制度を活用する団体が増えている。一方で、今後エリアとしての魅
力を高めていくためには、これらの地区間連携が必要となる。

地域特性に応じたまちづくりを進める取組

水辺に開かれたまちづくりの推進に関連する

地区計画の件数（累計）

前回値 最新値

２地区
(H29年度）

3地区
(R7年3月）

意
見
交
換
会

満足度が高い
（満足+やや満足：

約74％）

取
組
事
例

街並み再生方針の活用

新虎通りコア
環状第二号線沿道の１階に

｢にぎわい施設｣(物品販売業を営む
店舗、飲食店等)を導入

昔からある住宅地と共存する開発の在り方
を考えてほしい。

街なかに水辺が
感じられること
は魅力。

昔の趣が薄れ、まちから個性が
失われつつある

※１ 地域住民や関係者が連携して地域のまちづくりを進める上で
共通の指針となるもの

※２ 地区特性に合わせて、良好な都市環境を形成するため、道路や
公園の施設配置、建築物の建て方などを定める都市計画の一種

赤坂中地区
まちづくり
ガイドライン
（令和６年）

港区

品川駅・
田町駅周辺
まちづくり
ガイドライン
（令和２年）
東京都

北青山三丁目地区 地区計画新橋田村町地区 地区計画

取
組
事
例

取
組
事
例

※３まちづくりの課題を抱える地域において
     細分化された敷地の統合や細街路の
     付替えなどを行いながら共同建替え等
     のまちづくりを進める制度

水辺資源が多いが、
ポテンシャルを生か
し切きれていない。

ウォーターズ竹芝

※エリアマネジメントにおける地区間連携のイメージ

地区間連携

Ｂ地区 Ｃ地区

Ａ地区市
街
地
再
開
発
事

業
事
後
評
価

広場の活用に関すること

• 目的に応じて誰でも利用できる広場は、エリアマネ
ジメントなどソフト面の取組を推進することが重要

• 計画段階から運営方針を十分に検討することで、
訪れる人々が十分に利用できる広場づくりが必要



(1) 多様な世帯が住み続けられる居住機能の充実★

(2) 人口増加やニーズに対応した魅力的な生活環
    境の形成★

(3) 地域コミュニティの活性化と健康に過ごせる
    環境の整備

(4) 日常の安全・安心を確保する環境づくり★

現行計画の評価（概要）

(1)多様な世帯が住み続けられる居住機能の充実 (2)人口増加やニーズに対応した魅力的な生活環境の形成

方針２

(4)日常の安全・安心を確保する環境づくり
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住宅戸数

取
組
状
況

住宅・
生活環境・
地域コミュ
ニティ・防犯

暮らしやすく健康に資する生活環境の形成

■取組の方向性 ■総括

人口増加、人口構成の変化に応じた
生活利便施設の整備・誘導

学童、放課ＧＯ、児童館・中高生プラザ、
子育てひろば、その他の子育て施設

前回値 最新値

146件
(H29年3月)

303件
(R6年度末)

前回値 最新値

4７か所
(H２８年4月)

７４か所
(R6年度)

倍増

増

関連計画等：第４次港区住宅基本計画【令和５年度改定版】 (令和６年３月)
                  マンション管理適正化推進計画(令和５年３月)

現行計画の評価（概要）と改定に向けた重点課題

111,320戸

136,830戸
146,940戸

平成25年 平成30年 令和５年
(2013) (2018) (2023)

過去１０年間で
３２％増

年齢階級別 転入超過数 令和６（2024）年

いきいきプラザ等、高齢者支援施設、

障害者支援施設

前回値 最新値

44か所
(H２８年4月)

49か所
(R6年度)

意
見
交
換
会

取
組
状
況

防犯カメラ補助金交付団体数（累計）

指定喫煙所の設置数

前回値 最新値

101団体
（R2年度）

131団体
（R６年度)

前回値 最新値

49か所
(H２９年3月)

10８か所
(R7年8月)

約3割増

倍増

取
組
事
例

指定喫煙所の取組
客引き防止

キャンペーンの取組

芝公園内の指定喫煙所 六本木安全安心プロジェクト

受動喫煙防止のための
喫煙場所を整備

「港区客引き行為等の防止に
関する条例」に基づいた客引き

防止キャンペーンを実施

取
組
状
況

ア
ン
ケ
ー
ト

18%

39%
26%

13%

4%

満足度

生活するために便利な施設の整備を
誘導する取組

満足

やや満足

やや不満

不満

不明

 人口の増加に伴い、区内の住宅戸数はこの10年間で約30％増加した。若年層の居住が増加している一方で、住宅価格の高騰や居住
者ニーズの変化等により、子育て世代の定住にはつながっていない状況がある。居住環境や居住支援に対する区民の満足度が低い
ことからも、多様な世帯が安心して定住できる居住機能の充実が必要である。また、今後は高経年化したマンションの増加も見込
まれ、マンションの適切な維持管理も課題となる。

 生活利便施設や公共施設の整備は進んでいるものの、区民の満足度は低い傾向にある。今後、人口の増加等に伴い、需要はさらに
高まることが見込まれるため、生活利便施設や公共施設の地域の実情に応じた適切な施設の誘導と、公共施設の持続可能な維持管
理体制の構築が求められる。

 防犯カメラの設置や指定喫煙所の整備など、日常生活における安全・安心の確保に向けた環境整備は着実に進展している。
今後も引き続き、これらの取組を継続し、区民や就業者等が安心して暮らすことのできる環境づくりが必要である。

多様な世帯が住み続けられる居住環境の
整備や居住支援の取組

ア
ン
ケ
ー
ト

14%

47%
26%

8%
5%

満足度

満足

やや満足

やや不満

不満

不明

区
を
取
り
巻
く
状
況

特別区のマンション価格の推移

※特別区に居住する人の平均年収

特別区マンション
75㎡当たり平均価格

特別区平均年収倍率
（＝特別区マンション平均価格÷特別区平均年収※）
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約34％）
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（人） 転入超過数…

35～64歳の
生産年齢人口
の転入超過
がマイナス

地区内で所得層別に受けられる生活サービスに
差が出てきている

日常の食料品の店舗が少ない。商
業店舗の重複が多いため、バラン
スよく立地させる必要がある。

高経年化したマンションの増加

築40年以上のマンションが
令和32(2050)年に

現在の４倍に増加する見込み

維持管理等に課題を抱えるマンションの顕在化

ながら見守り連携事業

協定締結事業者数

前回値 最新値

3企業
(H30年3月)

15企業
(R７年2月)

増

区
を
取
り
巻
く
状
況

（令和５年６月末時点）

港区在宅勤務・テレワークの頻度区
を
取
り
巻
く
状
況

働いている人の約
53％が週に１日以
上のテレワークを

実施

市
街
地
再
開
発

事
業
事
後
評
価

生活利便施設に関すること

計画の初期段階から、日常生活に必要な食料品や日用
品などを扱う店舗、医療施設、子育て支援施設など、地
域で必要とされる生活利便施設の検討が重要



(1) 公共交通ネットワークの整備と交通結節点の
    利便性向上★

(2) 道路ネットワークの整備と交通の円滑化★

(3) 快適に楽しく歩ける環境の整備★

現行計画の評価（概要）

(1)公共交通ネットワークの整備と交通結節点の利便性向上 (2)道路ネットワークの整備と交通の円滑化

方針３

(3)快適に楽しく歩ける環境の整備

4

取
組
状
況

道路
・

交通

快適な道路・交通ネットワークの形成

■取組の方向性 ■総括

都市計画道路完成率

自転車通行空間の整備実績（区道延長）（累計）

前回値 最新値

71％
（H29年3月）

72%
（R6年3月）

前回値 最新値

17.6km
(Ｈ29年末)

33.8km
(R6年3月)

倍増

関連計画等：港区総合交通計画(令和５年３月)、港区自転車交通環境整備計画(令和４年３月)
港区自転車通行空間整備計画(令和５年３月)、港区交通安全計画(令和４年２月)、港区バリアフリー基本構想(令和３年７月)

現行計画の評価（概要）と改定に向けた重点課題

当該方針に沿った取組を実施している地区

取
組
事
例

意
見
交
換
会

シェアリングポートの設置件数

自転車等放置台数

前回値 最新値

63か所
(Ｈ29年4月)

190か所
(R7年4月)

前回値 最新値

１,604台
(Ｈ28年10月31日)

７１１台
(R５年10月31日)

約3倍増

取
組
状
況

電線類地中化の整備状況（延長と地中化率）

前回値 最新値

約47ｋｍ
約21％

（H29年3月）

約57km
約26％
(R6年度）

増

取
組
事
例

楽しく歩ける環境整備 高低差に配慮した歩行者ネットワーク

芝浦一丁目地区 三田三・四丁目地区

浜松町駅までをつなぐ歩行者専用道路を整備し、
さらに公園の再編と河川・運河・線路の横断橋を整備

高低差のある道路間をバリアフリーで連絡する歩行者
通路を整備し、周辺市街地と連絡する

歩行者ネットワークを形成

半減

34%

43%

14%

4% 5%

満足度満足

やや満足

やや不満

不満

不明

● 当該方針に沿った取組を
実施している地区
(H29.3後）

満足度が高い
（満足+やや満足：

約77％）

品川・田町方面への公共交通が少ない。

舟運が活かせていない。船の通行可能な運河が少ない。

バリアフリー法に基づく重点整備地区数

前回値 最新値

5地区
（H29年度）

7地区
(R６年度）

取
組
事
例

自転車通行空間（青色矢羽根型路面標示）

区は、令和５年に港区自転車
通行空間整備計画を策定し、
自転車・歩行者・自動車が

安全で快適に通行できるよう
左図のように、歩行空間と
分離した通行空間を整備

BRTの整備・運行（虎ノ門一丁目地区）

舟運通勤の取組

駅を中心とした駅前広場の整備
（虎ノ門一・二丁目地区）

駅を結ぶ地下通路の整備
（虎ノ門ヒルズ駅ー虎ノ門駅間）

新駅の整備

虎ノ門ヒルズ駅

高輪ゲートウェイ駅

駅を中心としたデッキレベルの自由通路

竹芝地区から浜松町駅への歩行者デッキ

浜松町駅南口自由通路

次世代モビリティの取組
グリーンスローモビリティ

交通における地域課題
の解決のため、令和３年
に浜松町・竹芝エリア、
高輪・白金・白金台エリア
で、グリーンスローモビ
リティを活用した実証

実験を実施

取
組
状
況

区営自転車等駐車場
と民設民営の駐輪場
の積極的な整備に
より、放置自転車が

大幅に減少

 BRTの整備・運行や新駅の開業など、区内の公共交通ネットワークの充実が進んでいる。加えて、鉄道駅と街をつなぐデッ
キや地下通路、駅前広場などの整備が進み、交通結節点としての機能・利便性が向上した。これらの取組に対して、区民の
満足度は高く、公共交通の利便性向上に寄与していることが確認されている。一方で、今後はMaaSなど複合的な交通モード
の普及が想定されるため、引き続き交通結節点の利便性向上を推進する必要がある。また、通勤目的を主とした舟運の取組
も始まっているが、現時点では十分に普及しているとは言えず、今後の利用促進に向けた検討が求められる。

 都市計画道路の計画的な整備に加えて、自動車通行空間やシェアリングポートの設置が進み、円滑な道路空間の整備が進展
した。駅付近では区営自転車等駐車場の整備のほか、開発を契機とした民設民営の駐輪場の整備や、企業と協定を締結し敷
地内を開放する形での駐輪場整備を行い、自転車等の放置禁止区域を指定し、駅周辺の放置自転車の台数は大幅に減少した。

 駅を中心とした都市開発の進展に伴い、電線類の地中化や高低差に対応したデッキ整備など、歩きやすい歩行空間の整備が
進んでいるが、区内全域には至っておらず、引き続き、誰もが快適に歩ける歩行空間の整備の推進が求められる。

公共交通の利便性を高める取組

関東における路線バスの減便・廃止の要因

出典：関東運輸局管内におけるバス運転者不足問題を踏まえた地域公共交通の確保維持に関する調査(令和7年3月)

市
街
地
再
開
発

事
業
事
後
評
価

駅街一体のまちづくりに関すること
土地の高低差を解消して周囲との連絡を
強化する取組は、誰もが利用できる駅周
辺市街地の形成にとって非常に重要であ
り、駅を中心とした街づくりの起点になる。

近
年
の
動
向

取
組
状
況

ア
ン
ケ
ー
ト



(1) 都市の基盤となる緑と水のネットワーク
の形成★

(2) 生物多様性に資する自然回復の場づくり★

(3) 緑と水の魅力をいかしたにぎわいの場の
創出★

(4) 災害時に機能を発揮する緑と水

(5) 緑と水による景観の継承と創造

現行計画の評価（概要）

(1)都市の基盤となる緑と水のネットワークの形成

(3)緑と水の魅力をいかしたにぎわいの場の創出

方針４

緑
・
水

緑と水の豊かなうるおいの創出

■取組の方向性 ■総括

関連計画等：港区緑と水の総合計画(令和３年２月)
港にぎわい公園づくり推進計画(令和４年３月)

現行計画の評価（概要）と改定に向けた重点課題

5

(2)生物多様性に資する自然回復の場づくり

取
組
状
況

民有地において生物多様性の認証
（ＡＢＩＮＣ、ＪＨＥＰ）を受けた件数（累計）

前回値 最新値

５件
（Ｒ２年度）

７件
(R６年度)

増

保護樹木の本数と保護樹林の面積

前回値 最新値

663本
109,786㎡
（H30年度）

735本
106,787㎡

(R7年3月)

取
組
事
例

生きものに配慮した施設の整備
芝浜小学校のビオトープ 竹芝干潟
芝浦公園にある池で生きもの
の育成や植物の栽培を行い、

ビオトープとして整備

多様な生きものが生息できる
連続的な環境の保全・再生を

目指し、干潟を造成

0.8ポイント
増

区内の緑地等の整備状況

取
組
状
況

区民一人あたりの公園等面積 屋上緑化面積

前回値 最新値

4.26㎡/人
（H28年度）

4.13㎡/人
(R3年度）

壁面緑地面積

前回値 最新値

6,170㎡
（H28年度）

11,242㎡
（R3年度）

ア
ン
ケ
ー
ト

十分な量の緑を確保する取組

23%

43%

21%

8%
5%

満足度

取
組
事
例

水辺に向けたまちづくり

ウォーターズ竹芝 ハーバー芝浦

水辺で実施している地域コミュニティイベント

竹芝夏ふぇす 芝浦運河まつり

ア
ン
ケ
ー
ト

11%

40%32%

11%
6%

満足度

区立公園での指定管理者によるイベント

有栖川宮記念公園の
ランチタイムコンサート

南桜公園の青空パークヨガ

水と触れ合えるにぎわい空間を充実させる取組

意
見
交
換
会

満足

やや満足

やや不満

不満

不明

満足

やや満足

やや不満

不満

不明

満足度がやや低い
（満足+やや満足

：約66％）

不満度が高い
（不満+やや不満：

約43％）

水辺の資源を生かした観光促進が必要

古川の水辺環境を、もっと生かしたい。

取
組
事
例

インクルーシブ公園

我善坊横川省三記念公園

前回値 最新値

176,695.3㎡
（H28年度）

221,579.6㎡
（R3年度）

増 倍増

区内の緑被率

21.8% 21.8% 22.6%

平成23年度 平成28年度 令和３年度

取
組
事
例

北青山三丁目地区の
緑とビオトープ 麻布台ヒルズの中央広場

芝浦一丁目地区の歩行
者専用道路脇の緑地

ポートシティ竹芝
スキップテラス

赤坂・虎ノ門緑道※緑のネットワーク化 （赤坂・虎ノ門緑道※）

The Okura Tokyo 赤坂インターシティAIR

※)赤坂・虎ノ門緑道は、沿道の複数の開発事業等にあわせて整備された。
   区間ごとの特性を生かし、既存の緑を保全しながら可能な範囲・方法で
   緑化空間の拡充を図り、市街地を貫く連続した良質な緑道空間を形成。

お台場ビーチがもっと利用で
きるようになるとよい

 区内の緑被率は増加し、大規模開発と連動した緑地整備や屋上・壁面緑化の事例も増えている。一方で、人口増加の影響に
より、区民一人あたりの公園面積は減少しており、十分な緑の確保に対する満足度もやや低い。こうした状況を踏まえ、引
き続き緑化の推進が求められる。

 民有地では、生物多様性の認証事例や保護樹木が増加し、生物に配慮した空間整備が進んでいる。一方で、区内全体として
十分なエコロジーネットワークが形成されているとは言いがたく、自然回復の場づくりを含めた生物多様性の保全・再生に
向けた取組のさらなる推進が必要である。

 水辺を生かしたまちづくりや、地域コミュニティによる水辺でのイベントの実施が進んでいる一方で、水と触れ合えるにぎ
わい空間の充実に対する区民の不満は高い。特に、運河沿いや古川沿いの水辺空間の利活用については、魅力あるまちづく
りの視点から、さらなる取組の推進が求められる。

インクルーシブ設計
を重視し、障害の有
無に関わらず誰もが
分け隔てなく遊べる
空間として、区内初
のインクルーシブ公
園として整備

市
街
地
再
開
発

事
業
事
後
評
価

緑のネットワーク網と生物多様性に関すること

緑のネットワーク網の充実を図るためには、開発による緑地
の整備を推進するとともに、生物多様性に資する自然回復
の場づくりが重要



事例：白金一丁目東部北地区

(1) 市街地の安全性・防災性の向上と
施設の適切な維持管理★

(2) 災害時の都市機能の早期回復マネジメント★

(3) 速やかでしなやかな回復力をもった
コミュニティづくり★

(4) 災害発生後の中長期的な都市の復興まちづくり

(5) 都市型水害、津波などに強い市街地の形成★

現行計画の評価（概要）

(3)速やかでしなやかな回復力をもったコミュニティづくり

方針５  街区再編の増加等による市街地の安全性の向上と、細街路整備等による防災性の向上に関する取組は進展しているが、区民アンケートで
災害に強いまちづくりを進める取組を重視する声がかなり多く、更なる推進が必要である。

 災害時の都市機能の早期回復マネジメントに関する取組は、帰宅困難者対策に関する協定締結団体数や安全確保計画等の取組が進展して
いるが、開発により昼間人口の増加が想定され、継続的に取り組んでいく必要がある。

 回復力をもったコミュニティづくりに関しては、共同住宅防災組織の結成数の取組が進展したが、区民意見では地域防災力向上の取組の
重要度は高いものの防災の地域活動への参加率は低く、地域コミュニティ減少を危惧する声がある。また、築40年以上の高経年マンショ
ンが23区内でも多く、さらに今後も増えることが見込まれ、マンション建替えや耐震改修の支援が課題である。

 都市型水害等に強いまちづくりを進める取組については、区民意見において取組の重要度がかなり高く、近年、局地的な集中豪雨が増え
ていることや、古川について護岸整備の未整備区間があることも含め、重点的な課題である。

6%

16%

59%

15%

4%

参加状況

(5)都市型水害、津波などに強い市街地の形成

66%

25%

3%

1% 5%

重要度

6

ア
ン
ケ
ー
ト

防災
・

復興

災害に強く回復力のあるまちの形成

■取組の方向性 ■総括

古川 河川整備箇所

整備済：新古川橋下流

取
組
状
況

関連計画等：港区防災街づくり整備指針（令和６年３月）、耐震改修促進計画(令和７年３月)
港区無電柱化推進計画(令和４年３月)、 港区地域防災計画（令和６年３月）

ア
ン
ケ
ー
ト

都市型水害に強いまちづくりを進める取組

現行計画の評価（概要）と改定に向けた重点課題

重要

やや重要

やや重要でない

重要でない

不明

(1)市街地の安全性・防災性の向上と施設の適切な維持管理

90.9%
93.4%

94.2%

平成27年度 令和３年度 令和６年度

1000m

500m
713m728m829m

583m
693m

平成

29年度

平成

30年度

令和

元年度

令和

２年度

令和

３年度

令和

４年度

令和

５年度

設問：災害に強いまちづくりを進める取組

66%

24%

3%

1% 5%

重要度

(2)災害時の都市機能の早期回復マネジメント

4団体
5団体 5団体

3団体
2団体

7団体

5団体

平成

29年度

平成

30年度

令和

元年度

令和

２年度

令和

３年度

令和

４年度

令和

５年度

街区再編により安全性を向上させた地区

前回値 最新値

２2件（H２９年３月） 37件(R７年10月)

取
組
状
況

増

ア
ン
ケ
ー
ト

取
組
状
況

細街路拡幅整備延長

特定緊急輸送道路沿道の建築物の耐震化率

H29.4～現在まで

H29.３まで

市街地再開発事業
（事業認可数累計）

取
組
状
況

前回値 最新値

1地域（H２8年2月） 3地域(R7年8月)
増

品川駅周辺
滞留者対策

推進協議会の
活動の様子

重要

やや重要

やや重要でない

重要でない

不明

時間80ミリ以上の年間発生回数(全国)

建設時期別のマンションストック数と
築40年以上のマンション戸数の見込み

重要度がかなり高い
（重要+やや重要：

約90％）

重要度が高い
（重要+やや重要：

約91％）

都市再生安全確保計画の策定件数

協定締結が毎年度着実に進む

竹芝地区では、3D都市モデル（プラトー）
を活用し、避難混雑状況や一時滞在施設
の情報を可視化するなど、デジタル上で
防災シミュレーションを実施

毎年度

整備が進む

従前

従後

防災に関する活動への参加状況

地域の防災力を向上させる取組

重要

やや重要

重要度が高い
（重要+やや重要：89％）

やや重要でない

重要でない

不明

地域の参加率は低い
（よく参加+

たまに参加：22％）

よく参加している

たまに参加することがある

感心はあるが参加していない

感心はなく

参加していない

不明

47%

42%

5%

1% 6%

重要度

区
を
取
り
巻
く
状
況

出典：平成30（2018）年 住宅・土地統計調査

未整備：芝公園付近

前回値 最新値

74,700㎥(R2年度) 85,400㎥(R６年度)
増

雨水の地下浸透量

雨水の実質浸透域率

前回値 最新値

25.9%(H28年度) 26.0%(R3年度)

出典：令和2（2020）年度港区分譲マンション実態調査

現在検討中である
10.0％（32）

昭和56(1981)年以前に建設された
マンションの建替え検討状況

当面は改修工事で
対応する

51.4％（164）

検討の必要
はない

14.1％（45）

建替え、敷地売却を
過去に検討したこと
がある5.0％（16）

建替え決議、敷地売却決議が
成立している1.3％（4）

今後検討する
予定である
18.2％（58）

近
年
の
気
候
変
動

：年間発生回数 ：５年移動平均値 ：長期変化傾向

出典：気象庁全国アメダス

プラトーを活用した
帰宅困難者シミュレーション

帰宅困難者対策に関する
協定締結団体数

累計

耐震化率

やや増加

市
街
地
再
開
発

事
業
事
後
評
価

一時滞在施設の整備及び運用に関すること

一時滞在施設の整備は災害時の駅前などの混乱対策に大きく寄与するが、地区内外の認知
度は低く、災害時に有効に防災機能が発揮できるのか懸念がある。今後も引き続き駅前の帰
宅困難者対策を推進するとともに、整備した防災施設について、より効果的な周知が重要。



7

(1) 地形の特徴や地域資源などをいかした景観の
形成★

(2) まちの個性を感じる魅力ある街並みの形成★

(3) 景観に対する意識の共有と地域主体のルール
づくり★

現行計画の評価（概要）

(1)地形の特徴や地域資源などをいかした景観の形成 (2)まちの個性を感じる魅力ある街並みの形成

方針６

(３)景観に対する意識の共有と地域主体のルールづくり

取
組
状
況

景観

豊富な景観資源と地域の個性が光る、誇りと愛着に満ちた街並みの形成

■取組の方向性 ■総括

屋外広告物の事前協議

景観形成に対する意識啓発

取
組
状
況

関連計画等：港区景観計画（平成27年12月／現行計画期間前）

現行計画の評価（概要）と改定に向けた重点課題

7

取
組
状
況

「港区屋外広告物景観形成ガイドライン」の
策定にともない、平成29年12月から屋外
広告物の事前協議を実施している

芝浦港南地区で取り組んできた
橋梁をライトアップした件数

電線類地中化の整備状況（延長と地中化率）

前回値 最新値

なし(H２９年3月) 6件(R７年8月)

前回値 最新値

約47ｋｍ
約21％

（H29年度末）

約57km
約26％
(R6年度）

増

増

区民景観セレクション
区民が誇り、愛着を持つ景観を募集・表彰する

ことで、良好な景観の周知・共有を図るため、平
成29年度に本制度を創設し、これまで79件の作
品を選定・表彰した。

景観街づくり賞
良好な景観の形成に関して

功績のあった民間の施設や活
動を表彰することで、区民の
景観に対する意識の向上を
図るとともに魅力ある街づく
りを推進するため、平成23
年度に本制度を創設した。創
設以降、毎年度、複数の景観
街づくり賞を選定・表彰して
いる。

434件
573件

735件
872件

令和

２年度

令和

３年度

令和

４年度

令和

５年度

令和

６年度

地域主体のきめ細かなルールづくり

自主景観ルールの策定事例
新虎通りエリアマネジメント協議

会では、地元の景観形成に対する
考えをまとめ、「新虎通り景観ガイ
ドライン」を策定し、自主審査体制
によりデザイン協議を行っている

デジタルサイネージを対
象とした自主審査会
竹芝地区、麻布台ヒル

ズ地下広場では、道路内
のデジタルサイネージで
掲出する広告を審査す
るための審査会を設置 竹芝地区

歴史的建造物等の保全

区内には、近代建築物等数多くの歴史的建造物が立地し
ており、これらの施設を後世に残していくために、区は令
和７年度より、学識経験者も含めて、歴史的建造物を守る
仕組みづくりの検討を進めている。

39%

43%

10%

2%
6%

重要度

ア
ン
ケ
ー
ト

意
見
交
換
会

重要

やや重要

やや重要でない

重要でない

不明

設問：街並みに調和した景観を誘導する取組

重要度が高い
（重要+やや重要：

約82％）

歴史のある坂道が多く、歩くと趣が
ある

寺社、高層建築、風情
ある住宅街など、新し
い街並みと古い街並
みの共存が重要

歴史的建造物イメージ

地域資源を生かした
まちづくり

景観上、古川との一体感に
配慮した白金東部北地区

運河沿いににぎわい施設や
人々が憩う広場を配置した

芝浦一丁目地区

高輪築堤と一体となったまち
づくりに取り組んでいる
高輪ゲートウェイシティ 運河沿い緑地の親水空間

運河沿い緑地を改修し、運河に顔
を向けたハーバー芝浦

総合設計制度により、民地内の公開空地において運
河沿いに憩いの空間を整備（芝浦三丁目）

シンボル景観

代表的なシンボル景観

レインボーブリッジ

増上寺

プラチナ通り

けやき坂通り

東京タワー

これまでの応募件数
令和６年度

景観街づくり賞

汐彩橋

電線類が地中化された道路

麻布台ヒルズ

令和６年度
グランプリ受賞景観

 区内には地域の魅力となるシンボル景観が多く立地しており、大規模開発に合わせて地域資源を活かした景観に配慮したま
ちづくりが進められている。一方で、運河沿いなどの親水空間を活用した魅力的な景観形成は十分とは言えず、今後は水辺
を生かした景観づくりの推進が求められる。さらに、歴史的建造物などの保全に向けた仕組みづくり等の検討も必要である。

 屋外広告物の事前協議や橋梁のライトアップ、電線類の地中化などにより、まちの個性を感じる魅力的な街並みの形成が進
んでいる。一方で、既存の街並みや地域資源と調和した景観形成を重視する区民の声も多く、今後はこうした資源を活かし
た景観づくりのさらなる推進が必要である。

 「区民景観セレクション」や「景観街づくり賞」など、景観形成に対する意識啓発の取組が進展している。また、地域に応
じた景観ガイドラインなどの自主的な景観ルールを活用した事例も増えており、地域の個性を活かした景観のルール形成が
広がりつつある。



(2)地球温暖化対策の推進

(1) 先進技術の導入とエネルギーの効率的・面的
な利用の促進★

(2) 地球温暖化対策の推進★

(3) 環境に配慮した交通環境の形成★

現行計画の評価（概要）

(1)先進技術の導入とエネルギーの効率的・面的な利用の促進

方針7

(3)環境に配慮した交通環境の形成

ア
ン
ケ
ー
ト

低炭
素化

環境負荷の少ない都市の形成

■取組の方向性 ■総括

遮熱性等舗装の面積

取
組
状
況

関連計画等：港区環境基本計画(令和５年３月)
                港区低炭素まちづくり計画(令和３年６月)

現行計画の評価（概要）と改定に向けた重点課題

8

10%

37%

35%

12%
6%

満足度

区内のエネルギーに係る先端技術の導入状況

取
組
状
況

港区におけるゼロカーボンシティの実現に向けた取組

ゼロカーボンシティの実現に向けた表明
港区は、令和3年2月に策定した港区環

境基本計画において「2050年までに区
内の温室効果ガスの排出実質ゼロ」を達
成することを定めるとともに、令和3年3
月にゼロカーボンシティの実現に向けて
取り組むことを表明

地球温暖化対策助成制度
港区では、家庭用燃料電

池システム、太陽光発電シ
ステム、蓄電池システム等
への助成を設けている。

区有施設におけるZEB化
港区区有施設環境ガイドライ

ンにより、区有施設のZEB化
を推進

元麻布保育園 赤坂中学校 麻布いきいきプラザ

122,263 ㎡

131,941 ㎡

0 40,000 80,000 120,000 160,000 

令和２(2020)年度

令和５(2023)年度※見込値

取
組
状
況

駐車機能集約区域数及び集約駐車台数

前回値 最新値

（制度施行前のため
なし）

4地区
最大2,707台

(R7年7月)

増

自転車シェアリングの利用回数（年）

前回値 最新値

1,101,935 回
（H29年度）

2,819,970 回
（R5年度）

増

満足

やや満足

やや不満

不満

不明

みなとモデル二酸化炭素固定認証制度

建物の壁面緑化や
緑豊かなオープンスペースの誘導

出典：「2022年度温室効果ガス排出量（推計）算定結果」（オール東京62市区町村共同事業
「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」）

不満度が高い
（不満+やや不満：

約47％）

先端技術の活用事例

高輪ゲートウェイシティでは、太陽光発電、風力発電、バイオガスシス
テムなどを活用するなど、街が提供するさまざまなサービスで使用
するエネルギー全体でCO₂排出量「実質ゼロ」を目指している。

高輪ゲートウェイシティ

麻布台ヒルズ

麻布台ヒルズでは、下水道管からの下水熱の活用など、未利用エネ
ルギーの利用に取り組むとともに、人工知能（AI）技術を活用した効
率的なエネルギー運用を進めることで、脱炭素型の都市づくりを目
指している。

地域冷暖房施設の整備状況

693 819 792 

1,492 
1,320 1,272 

1,346 

2,119 
2,264㎥

平成

28年度

平成

29年度

平成

30年度

令和

元年度

令和

２年度

令和

３年度

令和

４年度

令和

５年度

令和

６年度

26件

20件

29件
27件 24件

29件

22件
22件

：制度の認証件数

20件

増

取
組
事
例

環境にやさしい車両の導入

ちぃばす お台場レインボーバス JR竹芝水素シャトルバス

JR東日本グループは松町駅周辺エリア
で燃料電池バスを運行。2025年9月
12日より、高輪ゲートウェイ駅へ延伸

平成27年からちぃばすの芝ルートでＥＶ
バスを運行しています。令和７年３月現
在 計７台のＥＶバスが運行しています。

令和7年２月17日から燃料電池（水素）
バスでの運行を開始しました。

［1,000t-CO2］
4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

■ 一般廃棄物部門 ■ 運輸部門
■ 民生業務部門 ■ 民生家庭部門 ■ 産業部門
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 区内では、大規模開発に伴いエネルギー関連の先端技術の導入が進展している。さらに、区有施設のZEB化など、官民とも
にエネルギーの効率化に資する取組が推進されている。今後は、ゼロカーボンシティの実現に向けて、低炭素化にとどまら
ず、脱炭素化に資する取組の一層の強化が求められる。

 遮熱性舗装や「みなとモデル二酸化炭素固定認証制度」による国産木材の活用など、地球温暖化対策に関する取組は進展し
ている。一方で、区内の二酸化炭素排出量は23区の中で最も多い。また、緑豊かなオープンスペースの誘導に対する区民の
不満の声もあることから、脱炭素まちづくりの実現に向けて、より一層の温暖化対策の推進が必要である。

 低炭素まちづくり計画に基づき、駐車機能の集約が進められているほか、自転車シェアリングの普及や環境に配慮したバス
車両の導入も進展している。今後は、脱炭素まちづくりの実現に向けて、これらの取組のさらなる推進が必要である。

取
組
状
況

特別区の二酸化炭素排出量（2022年度）

区
を
取
り
巻
く
状
況



(1)国際都市にふさわしい環境整備

(1) 国際都市にふさわしい環境整備★

(2) 地域の資源の魅力向上★

(3) 観光資源の活用とネットワーク化★

(4) 多彩な文化に身近に親しめるまちづくり★

現行計画の評価（概要）

(3)観光資源の活用とネットワーク化

方針8

(４)多彩な文化に身近に親しめるまちづくり

国際化・

観光・

文化

まちの魅力の維持・向上と活用・発信

■取組の方向性 ■総括

関連計画等：港区国際化推進フラン (令和６年３月)、第４次港区観光振興プラン（令和６年３月）
港区文化芸術振興プラン（令和６年３月）

現行計画の評価（概要）と改定に向けた重点課題

9

国際ビジネス拠点に向けた整備状況

取
組
状
況

客室数
31,758 

港
区

中
央
区

新
宿
区

台
東
区

千
代
田
区

豊
島
区

江
東
区

大
田
区

品
川
区

渋
谷
区

墨
田
区

文
京
区

江
戸
川
区

北
区

目
黒
区

足
立
区

荒
川
区

葛
飾
区

杉
並
区

都内

１位

外国人人口割合

宿泊施設の施設数
客室数

前回値 最新値

１9か所
(H29年3月)

63か所
（R7年8月）

観光インフォメーションセンター設置数

観光・街区案内標識の設置数（累計）

前回値 最新値

5か所(R2年度) 6か所 (R5年度)

前回値 最新値

190基(H29年度) 216基(R5年度)

取
組
状
況

13,774 15,176 

508 

19,538千人

平成

29年

平成

31年

令和

３年

令和

５年

増

訪都外国人旅行者数

増

意
向
把
握

訪日外国人旅行者受入時の懸念事項

港区観光振興プラン（令和６年３月）より

国際生活都市の整備事例（麻布台ヒルズ）

国際化に対応したMICE連携

（芝東京ベイ）

多言語化に対応したﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ
高機能型観光案内標識（東京都）

取
組
事
例

六本木アートナイト 赤坂氷川山車の展示
バスケットやスケボーが
できる夕凪橋際遊び場

港区立みなと芸術センター

（ ｍ～ｍ ）

(２)地域の資源の魅力向上

ア
ン
ケ
ー
ト

意
向
把
握

文化芸術に関する活動への参加状況と参加意向

設問：観光資源を活用したまちの魅力の向上を進める取組

港区文化芸術振興プラン（令和６年３月）より

35%

44%

13%

3% 6%

重要度

重要

やや重要

やや重要でない

重要でない

不明

重要度が高い
（重要+やや重要

：約79％）

取
組
事
例

赤坂インターシティAIR 旧芝離宮庭園

「六本木アートナイト」は六本
木の街を舞台にしたアートの
饗宴。東京を代表するアート
の祭典として、2009年3月
にスタートし、年々発展を続
けている。

区の文化芸術の中核拠点と
なる港区立みなと芸術セン
ターを、令和９年度に整備予
定である。

赤坂氷川山車を、歴史・文化
資源として身近に親しめるよ
う、新たに整備された建築物
内等に常設展示している。

フェンスに囲まれた広場で、
自由にボール遊びができる。
区内で唯一、スケートボードで
遊ぶことができる場。

地域に開かれた並木道に
縁日風に屋台などを配置
し、様々な人たちの交流
を図り、これまで活用さ
れていなかった公開空地
で新しい地域の魅力を創
出している。

旧芝離宮恩賜庭園のライ
トアップによるナイトタイ
ムイベントを通じて、都心
にありながら自然を感じ
られる公共的空間を利活
用した取組みを行ってい
る。

前回値 最新値

143施設
27,527室
(H29年度)

303施設
31,758室
(R５年度)

公衆無線LAN
(Minato City Wi-Fi)の設置数

増

浜松町・竹芝・芝浦の知名度向上
を目的に、地域の関係企業・組織・
町会・観光事業者等が連携して
MICE誘致活動を推進。（令和７
年６月時点で、６８の会員が所属）

東京エディション虎ノ門

外国人旅行者の利便性向上を
目的に観光情報などを４言語
で提供する、デジタルサイネー
ジを東京都等が整備。区内は
５箇所に設置されている。

インターナショナルス
クールやバリエーショ
ン豊かな居住・滞在施
設、生活支援・文化交
流等の機能を備えた外
国人にとっても暮らし
やすい生活環境を整備。

多様な滞在ニーズに対応した
サービスアパートメント

外国人子女等を対象とする
インターナショナルスクール

 国家戦略特区内でのプロジェクトやMICEの整備が進展している。公衆無線LAN設置数は目標値には達しておらず、継続的な推進が必要。
外国人旅行者が増加している中で、受入時の懸念事項として「言葉の問題」が最も多く、まちづくりを通じた環境整備が求められている。

 エリアマネジメントの活動が進展しているが、イベント等に関する参加意向は高いものの参加状況が低いことや、アンケートでも取組重要度が
高いことから、より多くの人を巻き込むことのできる地域の魅力向上への取組が必要である。

 訪都外国人旅行者数が増えており、区内の外国人訪問場所も点在しているが、区内の歴史・文化資源が豊富にあるエリアについても観光資源
として活用することで、更なる観光資源のネットワーク化に繋げることができる。観光インフォメーションセンターや案内標識の設置は、目標
値に達していない項目もあるものの、一定程度進展しており、ネットワーク化には必要な取組であり、継続的な推進が必要である。

 赤坂氷川山車の展示などを通じて、多彩な文化に身近に親しめるまちづくりが行われている。さらに誰もが身近に多様な文化芸術に触れあえる
機会や環境を整えるべく文化芸術センターが新設予定であり、区民の期待に対してどのように活用していくかが今後の検討事項である。

MICE（H29.3前）

MICE（H29.3後）

67.1%

57.4%

50.1%

47.4%

46.2%

45.2%

37.2%

35.4%

24.1%

21.2%

16.7%

16.4%

9.8%

7.6%

7.1%

渋谷
新宿・大久保

銀座
浅草

秋葉原
丸の内・日本橋

上野
原宿・表参道・青山

池袋
六本木・赤坂

お台場・東京湾
築地
品川

新橋・汐留
墨田・両国

東京都駅周辺・丸の内・日本橋

（複数回答可)

外国人旅行者の都内訪問場所 上位１５箇所

出典： 「令和５年 国・地域別外国人旅行者行動
特性調査報告書」（東京都）より作成

区
を
取
り
巻
く
状
況

区
を
取
り
巻
く
状
況

取
組
状
況

出典：「令和5年訪都旅行者数等の実態
調査結果」(東京都)を基に作成

出典：：「年報（福祉・衛生行政統計）」（東京都）
を基に作成｜令和６年３月31日現在

む～む

9.8%
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現行計画の評価（概要）と改定に向けた重点課題

防災・復興

豊富な景観資源と地域の個性が光る、誇りと愛着に満ちた街並みの形成

災害に強く回復力のあるまちの形成土地利用・活用 良好な生活環境と国際ビジネス拠点の形成の両立

快適な道路・交通ネットワークの形成

緑と水の豊かなうるおいの創出

環境負荷の少ない都市の形成

まちの魅力の維持・向上と活用・発信

―課題―

―課題―

―課題―

―課題―

暮らしやすく健康に資する生活環境の形成

• 増え続ける高経年マンションへの対応が
求められる

• 近年増加している局地的集中豪雨などの
都市型水害の対策が必要

―課題―

―課題―

―課題―

―課題―

• 区内に多く立地する歴史的建造物等を生か
した魅力ある景観を形成するため、これら
の保全が求められる

• 2050年カーボンニュートラルの実現に向
けて、様々な分野における脱炭素化の取組
が必要

• 外国人観光客受入時の懸念事項として「言
葉の問題」が最も高く、まちづくりを通し
た環境整備が求められる

• 歴史・文化資源は豊富にあるものの、観光
資源としてとして魅力を高めることが必要

• 子どもも含め、身近に多様な文化芸術にふ
れあえる機会や環境の整備が必要

• 開発事業等の推進によりエリアマネジメン
トに関する個々の取組は進展したが、地区
間の連携が図られていない

• 港区の魅力である運河や海などの水辺の魅
力を生かしたまちづくりが不十分

• 多様な世帯が安心して定住できるよう、
更なる居住環境の充実と住宅セーフティ
ネットの構築が求められる

• 増加する高経年マンションの適切な維持
管理が求められる

• 舟運については、通勤目的のルート運行開
始などの取組が進められているものの、公
共交通の一部としては十分に定着していな
い

• 近年、全国的に路線バスの減便・廃止の要
因として運転手不足が挙げられる

• 水と触れあえるにぎわい空間の創出やイベ
ント開催など、水辺空間の活用は十分とは
言えず、さらなる取組の推進が必要

―成果―

―成果―

―成果―

―成果―

方
針
５

方
針
６

方
針
７

方
針
８

景 観

低炭素化

国際化・観光・文化

• 市街地の安全性を確保するための街区
再編の取組が進展

• 細街路拡幅整備などの防災性の向上に
資する取組が進展

• 帰宅困難者対策に関する協定締結や安
全確保計画の策定等の都市機能の早期
回復マネジメントに係る取組が進展

• シンボル景観の形成、地域資源などを
生かしたまちづくり、運河沿い緑地の
親水空間の取組が進展

• 屋外広告物の事前協議の取組、橋梁の
ライトアップ、電線類地中化が進展

• 景観形成に対する意識啓発が進展、景
観ルールづくりの事例の増加

• エネルギーに係る先端技術の導入事例
の増加、地球温暖化対策助成制度の運
用、区有施設のZEB化、遮熱性等舗装、
みなとモデル二酸化炭素固定認証制度
運用の取組などが進展

• エコまち計画に基づく駐車機能集約、
自転車シェアリング普及が進む

• 国際基準のビジネス拠点としての都市
再生プロジェクトやMICEの整備が進展

• エリアマネジメント活動など、地域の
魅力向上に資する取組が進展

• 観光インフォメーションセンター設置
などの観光ネットワーク化に資する取
組が進みつつある

―成果―

―成果―

―成果―

方
針
１

方
針
３

方
針
４

方
針
２

―成果―

住宅・生活環境・地域コミュニティ・防犯

緑・水

道路・交通

• 地域特性に応じた計画的な開発事業の
誘導

• 街並み再生方針による建替えが進展

• 個別の開発事業におけるにぎわい向上
のためのまちづくり活動が進展

• 生活利便施設、子育て施設、高齢者・
障害者支援施設の整備が進む

• 日常の安全・安心を確保する環境整備
が進みつつある

• 公共交通ネットワークの整備が進み、
交通結節点の利便性が向上

• 自転車通行空間やシェアリングポート
の整備が進み、自転車利用環境が向上

• 都市計画道路の計画的な整備が進む

• 快適に歩ける環境整備が進展

• 大規模開発エリア等における緑化整備
や緑のネットワーク化が進展

• 民有地での生物多様性に係る取組事例
が増加、保護樹木の指定拡充に向けた
取組の進展

★ とは、現行計画の評価の結果、取組が進展している項目であり、改定マスタープランでも引き続き実施していくもの。

★ とは、現行計画の評価の結果、取組が不十分な項目、区民満足度が低い項目、基礎調査をふまえ新たな対応が必要な項目であり、

改定マスタープランにて、解決策となる取組を実施していくもの。

成果

課題



■ 改定に向けた方針別課題の整理

改定に向けた重点課題

■ 改定に向けた重点課題（案）

現行計画の評価（概要）と改定に向けた重点課題
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①複雑化する都市課題への対応
②環境負荷の低減と快適な

都市空間の両立
③自律的な地域運営
と多様な主体の連携

④激甚化する災害への
対応力の強化

⑤インクルーシブな
まちづくりへの対応

現行計画の評価により明らかとなった課題に加え、近年の社会情勢の変化を踏まえて抽出された課題について、緊急性、将来に向けた持続可能性、地域への波及効果など
の観点から総合的に検討した結果、以下の5つの課題を、今後のまちづくりにおける重点課題として整理した。

早期の解決（緊急性） 将来への持続（継続性） 地域への波及効果

重点課題を整理するための視点

防災・復興

豊富な景観資源と地域の個性が光る、誇りと愛着に満ちた街並みの形成

災害に強く回復力のあるまちの形成土地利用・活用 良好な生活環境と国際ビジネス拠点の形成の両立

快適な道路・交通ネットワークの形成

緑と水の豊かなうるおいの創出

環境負荷の少ない都市の形成

まちの魅力の維持・向上と活用・発信

暮らしやすく健康に資する生活環境の形成

方
針
５

方
針
６

方
針
７

方
針
８

景 観

低炭素化

国際化・観光・文化

方
針
１

方
針
３

方
針
４

方
針
２

住宅・生活環境・地域コミュニティ・防犯

緑・水

道路・交通

• 増え続ける高経年マンションへの対応が求め
られる

• 近年増加している局地的集中豪雨などの都市
型水害の対策が必要

・人手不足や様々な情報発信などに対応した防
災のＤＸ化が求められている

・老朽化しているインフラへの対応

・災害時における一律対応から個別ニーズへの

転換

・質の高い高次都市機能

・国家戦略特区整備後のソフトまちづくり

・まちの発展と環境負荷低減の両立

・まちづくりとしてのウェルビーングへの対応

• 区内に多く立地する歴史的建造物等を生かし
た魅力ある景観を形成するため、これらの保
全が求められる

・歴史的建造物等の保全

・夜間のにぎわい形成に資する景観形成

・まちづくりにおけるアートの活用

・様々な交通手段が想定される中で、DX化に
よる都市空間の効率化が求められる

・次世代モビリティなどの新技術への対応

・ウォーカブルなまちづくりの進展

・リニア中央新幹線の開通や地下鉄新線の延伸

• 2050年カーボンニュートラルの実現に向け
て、様々な分野における脱炭素化の取組が
必要

・ウォーカブルによる脱炭素化

・リノベーションによる再生まちづくり

・都市の遮熱対策

・多様な働き方に対応したテレワークの推進

• 開発事業等の推進によりエリアマネジメント
に関する個々の取組は進展したが、地区間の
連携が図られていない

• 港区の魅力である運河や海などの水辺の魅力
を生かしたまちづくりが不十分

• 舟運については、通勤目的のルート運行開始
などの取組が進められているものの、公共交
通の一部としては十分に定着していない

• 近年、全国的に路線バスの減便・廃止の要因
として運転手不足が挙げられる

• 水と触れあえるにぎわい空間の創出やイベン
ト開催など、水辺空間の活用は十分とは言え
ず、さらなる取組の推進が必要

・ネイチャーポジティブなまちづくり

・多様なニーズに対応した民間活力の推進

・インクルーシブ（誰にも開かれた）な公共空
間の整備

・公園、児童遊園等の公共空間の利活用

• 外国人観光客受入時の懸念事項として「言葉
の問題」が最も高く、まちづくりを通した環
境整備が求められる

• 歴史・文化資源は豊富にあるものの、観光資源とし
てとして魅力を高めることが必要

• 子どもも含め、身近に多様な文化芸術にふれあえる
機会や環境の整備が必要

・ナイトタイムエコノミーへの対応

・みなと芸術センター（m～m）の整備による

区民による文化芸術振興に対する期待感

・アートを活用したまちのにぎわいづくり

・多様な来訪者に配慮した観光・文化環境への
対応

・既存ストックを活用した地域交流の場の創出

・住宅価格が高騰し、子育て世代を含む住民の

流出が懸念

・スポーツ・健康づくりの機会創出

• 多様な世帯が安心して定住できるよう、更
なる居住環境の充実と住宅セーフティネッ
トの構築が求められる

• 増加する高経年マンションの適切な維持管
理が求められる

重点課題を整理するための視点

★ ：現行計画の評価を踏まえた主な課題 （P10に示す課題の再掲）

★ ：社会情勢等など区を取り巻く環境の変化＋改定に向けた視点


